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S， 1.. {'まし泊三き

岐阜測候所にてゲィーへノレト地震計の験測をする際に，原因の不明な微震動の記象が認められ，局

発地震3 極近地地震の発震時等の!験測に於て時々支障をきたす場合があるo その原因のーっとして

汽車3電車に因る影響が予想されるので，それに因る地面振動の模様及び其の他。人工的振動の欣態

を知り今後のj験測の際の参考資料とするために徴動計に依り水平動の測定をした。観測は 1951年

8月に行ったo "之島列車3 電車の振動については，名古屋，静岡3 宇都宮，亀山，，尾鷲s 御前崎，

富崎のワ式地震計記象紙を参考にした。

S 2. 地震計並に測定方法及び測定場所

振動の測定には運搬に便利な石本式200倍彼動計を使用し3 当所のグィーへJレト式地震計と併せ

て観測した。徴動計は検定常設が幾何倍率 315倍，基本倍率 237倍，週期 0.90秒， jlJf1振度過減

衰，摩擦係数 0.30r;nm/sec2 の欣態で用い観測の都度検定を行った。彼動計は一成分の地震計であ

るので各測定日の同一時刻に於て同じ列車3 電車の振動を観測するJ僚にした。観測を行った場所

(芳1図参照〉はA点，B点 c点，であるo A J点は厚見小学佼で、東海道線下りレー Jレから 631円、

Fig. 1 j1~リ点附近の略図

上 Dνーノレから 68mの地点にある

学校のコンクリート床を利用したb

附近の地質は表面は砂磯j音で、掩われ

た?rll志芝居で、3 地盤は余り堅牢ではな

かった。

B点は鍋屋鋳込tEJi'の倉庫で同様に

戸コングリ{ト床を利用した。附近に

は図遁及び工場があ九それらに図

る振動が認められたが験測の際取り

除いた。附5lIの地質は沖積居で、比較的締っていた。 C点は当所の地震計室で 80米の距離にある鍍

金工場。振動及び、その他の原因不明の徴動が認められたのでA~' B点はで霊I1flの同一時柔uの測定を
h 

したがC点、では万IJに夜間の観測を併せ行うた。

観測の方法は東海道線が N180 W， 名鉄電車線が Nt3
0 W で大体*JL条の方向が一致じているの
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で東海道線の軌条方向を主体とし3 レー Jレに平行及び直角に地震計を据えた。測定に当つては悪天

候の日を匙ーけ風に因る影響を避ける~にガラス蓋を用いた。

~ 3. 測定車及び路盤振動

列車3 電車の通過に際ιて車輪於腕条の継.

目にて衝撃を与えるのが路盤振動の主なる原

129と考えられる。一日の車i嗣通過霊は汽車;約

150回，電車約200回であって観測時通過し

た機関車及び、電車の重量は芳 1表に示す。 ええ~

芳 1表通過列車，電平頓数表

汽

客車機関車
062 143 ton 
061126 ton 
059 136 ton 
052 113 ton 
011 67 ton 
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ゐ列車の客車一輔の満員の場合は大体 50もon位であるo

~ 4. 列車電車に因る測定結果

各測点に於ける微動計の検定常数及び測定結果を芳2去に示す。命振巾は各列車毎に求め最大主任

11足巾をその列車に於ける振巾としてあるo ヨたにとを観測値の振巾を距離ごとにずロ、ツトしたのを芳2

図に示す。図よりわかるように振巾は距離と共に双曲線的にi成少し数百米の距離に友る.と減少の割

合も比較的小となるD 週期についてはA点は

ダくにi司じく A点?に於ける列車速度と遡期と

の関係、色芳 4図に示すD

S 5. 列車，電車以外の微動

(1)車輔振動以外の徴動には測候所vV100
8 の方向，距離 80mの所に鉱金工場があり1.5cm 

程度の)享さの鉄銀を切断している。機械は全部で 6台あり，落下頓数 50ton のものが 1台，他Iは

B; 0点に比べて週期は長く友っている。 B

点C点では犬差ないがB点では C点より遡期

は稿々短い。電車の週期は列車の週期より短

< ，微動計の早廻じに依り区別/:H来るがヴィ

ーへJレト地震計記象紙では区別は出来友いo

A)点に方ぞける列車道過速度と最大振巾の関

係を芳3図に示す。

B， C点にJjぞける速度に依る変化を求めるこ

とは出来たにかてったが距離が遠くなるに従い71"

2図に見られるように振巾の変化は少くなり

む点にては貨車に依る振動を一君子大きく記象

するo
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:成分(倍卒 l 週 Jzlzu 表 l 程 ~IJ'1 長 2i 週月護 (i;| 週 JVJ.1長官i童話l記象数

A 千l藍 行角
220 0.92 0.24 

列列 車寧216 0.91 0.26 、

B 平行 229 0.91 0.34 

直角 230 0.90 一

平行 227 0.90 0.30 
C 

也角| 229 0.89 0.16 
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Fig.3 A点にての最大振幅と走行速度の関係
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Fig.4 A点にての最大振幅の週期王走行速度の関係

る。

0.38 8 l O回| 22 0.32 --8 
0.33 19 0.31‘ 11 
0.23 2.5 0.27 9 
0.20 2.1 0.19 9 
0.26 2.2 I 0.32 2.8 0.23 9 
0ょ17 2.4 “ 0.18 11 
0.21 0.5 I 0.33 0.8 0.27 15 
0.17 0.6 0.20 11 
0.23 0.9 0.24 11 
0.16 0.5 0.20 13 

20"""30 ton のものが5台で3 それらの重量

の落差は 15cmで 1分間民約40回の回数で

落下するD その振動は給んど機桟に依P治さ

れるが，防震の工事が不完全で、もあり 3 地盤

に衝撃的危振動を与えているD 微動計にて測

定した当所地震計室の水平動に於ける最大振

巾及その週期は次の通り

i最大振巾 1.8"-"2.0μ 
直角成分(

l週期 0.0058

i最大振巾 1.6"'-"2.0μ 
平行成分(

l週期 0.0058

で列車振巾の約2倍の徴動を衝撃型に記象ナー

るo

(2)列車p電車3工場以外に振巾 1.0"'-'2.0ん

週期 0.4"，-，0.58程度の原因不明の記象が認、

Jめられるが地震に因るものか3 又それ以外の

何らかの人工的友振動に困るものか不明であ

(3)その他に脈動と忠われる 4，，-，5秒から 10秒程度の規則正しい振動及び 10秒以上の地動が

5忍めら:h.るとと泊まあ.る。

S 6. ，各測候所記象紙の微動

宇都宮は測候所から 675m の所に東武線が~1000h1の所に日光線があり 3 一日の通過列車数

は計 70回で距離的には岐阜と大体類似していて，記象紙の微動も割合によく似ている。印ち振巾

に於ては精測出来ぬが週期には O.2.，，-，0. 3 8 の列車3 電車に困る連続した徴動が認められる。
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静岡の測候所は東海道線から 240m，清水行電車から 300m の距離にあり3一日の通過量は計

500回で岐阜の場合より距離も近く通過量も多い。記象は振巾 5"，8μ3 週期 0.38位で貨車にτ

5分間，客車にて 2分間位の徴動が認められ，特に貨車。場合と思われるが連続した衝撃型の記象

が現われているo 三十2図に点線にて印しであるのが汽車線わらの相当距離である o 尾鷲駅迄の距離

は約 1000mで列車発着時以外に 1""2分l聞にわたる， 1.4"，，1.5秒。徴動が認められるが3 列車

以外の震動であると思われる。 500mのEJj'の鉄工場。影響は認められた主い。

名古屋は市電迄の距離は約 500in でそれに因る影響は記象紙からは認められない。御前崎3富

崎では波浪に依る影響らしきもののみ認められる。亀山は関西線開迄 915m LJあるが験測は出来

なかった。

岐阜に於ける記象は宇都宮の記象と類似していて，静岡では明らかに列車，電車に依る震動が認

められ微震動記象の地震に対し?ては注意する必要があると忠われる。

!L 7よ結 e び

今回の調査に依り列車の振動は軌条から約 300m 迄はウィーへJレト地震計にては明らかに地震

記象に影響する場合があり，約 1000ffi;程度迄は局発地震，極近地地震の初期徴動の磁測に妨害

を与えるととが考えられる。又列車以外の振動についても考慮すべき点が考えられ，婦や川に依り

影響を少えにくする事も出来る。

(1) _当所に方ぞける列車3電車の最大振巾及び週期は約 1ん 0.2，....，0'.38程度であるo

(2) 鋲金工場に依る最大振巾及び週期は 1，....，2ん 0.018程度である。

¥(3) 徴記象には日変化が認められ3 夜間は列車。振動のみ考慮すれば、よい。

(4) 降水の前後及び、冬夏の季節に依る微動の変化も予想されるので測定する必要があるo

(5) 汽車，電車以外の原因に依る週期 0.4，....，0.58，振巾 1""2μ 程度の連続震動(振巾に消長

ある〉も存在する。

三最後に終始御指導をたまわった高田所長，並に御援助下さった岐阜測候所々員3 東管3 各管署に

深〈感謝致します。

Small 'Vibraもionsregistered by Seismograph at Gifu 

Y. SONOBE (G1JU干Veathe?・8btion)

Asもhe，resutts of七heinves七igaもionof the horizontal small vibra七ions、causedby tr~ins and 

othe'r arti:ticia1 sourses，七 isascertained tha七 Wiecher-t Seismograph is in乱uenced，by trains 

running 抗出e. distance' of abou七300mfrom the weather station. Period and amplitude 01 the 

vibrations are about 0.2・0.3sec.and 1・2μrespecもively.
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